
 

 

令
和
五
年
第
二
回
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会 

八
月
臨
時
会
議
録 

 
令
和
五
年
八
月
八
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
開
議 

 

 

○
出
席
議
員 

 
 

 

一 
 

番 
 

渕 
上 

 

猛 

志 

 
 

 

二 
 

番 
 

青 

谷 
 

幸 

浩 

 
 

 

三 
 

番 
 

田 

渕 
 

和 

夫 

 
 

 

四 
 

番 
 

倉 

田 
 

賢
一
郎 

 
 

 

五 
 

番 
 

多 

田 
 

隆 

一 

 
 

 

六 
 

番 
 

小 

北 
 

一 

美 

 
 

 

七 
 

番 
 

大 

塚 
 

英 

一 

 
 

 

八 
 

番 
 

き
も
と 

 

ゆ 

う 

 
 

 

九 
 

番 
 

武 

田 
 

賢 

一 

 
 

 

十 
 

番 
 

朝 

田 
 

 
 

充 

 
 

 

十 

一
番 

 

村 

山 
 

理 

恵 

 
 

 

十 

二
番 

 

森 

本 
 

雄
一
郎 

 
 

 

十 

四
番 

 

松 

井 
 

育 

人 

 
 

 

十 

五
番 

 

大 

束 
 

真 

司 

 
 

 

十 

六
番 

 

藤 

田 
 

貴 

支 

 
 

 

十 

七
番 

 

奥 

山 
 

 
 

渉 

 
 

 

十 

八
番 

 

通 

堂 
 

義 

弘 

 
 

 

十 

九
番 

 

大 

倉 
 

基 

文 

 
 

 

二 

十
番 

 

弘 
 

 
 

 
 

豊 

 
 

 

二
十
一
番 

 

寺 

島 
 

 
 

誠 

 
 

 

二
十
二
番 

 

山 

本 
 

忠 

司 

 
 

 

二
十
三
番 
 

安 

田 
 

秀 

夫 

 
 

 

二
十
四
番 

 

河 

部 
 

 
 

優 

 
 

 

二
十
五
番 

 

島 
 

 
 

弘 

一 

 
 

 

二
十
七
番 

 

西 

野 
 

滋 

胤 

 
 

 

二
十
八
番 

 

畑 

中 
 

 
 

譲 

 
 

 

二
十
九
番 

 

管 

野 
 

英
美
子 

 
 

 

三 

十
番 

 

松 

井 
 

匡 

仁 

 
 

 

三
十
一
番 

 

河 

合 
 

弘 

樹 

 
 

 

三
十
二
番 

 

原 
 

 
 

明 

美 

 
 

 

三
十
三
番 

 

井 

上 
 

浩 

一 

 

○
欠
席
議
員 

 
 

 

十 

三
番 

 

道 

端 
 

俊 

彦 

 
 

 

二
十
六
番 

 

片 

岡 
 

弘 

子 

 

○
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

企

業

長 
 

永
藤 

英
機 

 
 

 

副

企

業

長 
 

松
本 

竜
三 

 
 

 

技

術

長

兼

事

業

管

理

部

長 
 

中
田 

耕
介 

 
 

 

経

営

管

理

部

長 
 

小
島 

謙
一 

 
 

 

経

営

戦

略

担

当

部

長 
 

林 
 

千
絵 

 
 

 

経

営

管

理

部

副

理

事 
 

田
村 

武
志 

 
 

 

経
営
管
理
部
経
営
企
画
課
長 

 

石
橋 

 

剛 

 
 

 
経
営
管
理
部
危
機
管
理
課
長 

 

藤
野 

純
也 

 
 

 

経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長 

 

林 
 

有
子 

 
 

 

経
営
管
理
部
広
域
調
整
課
長 

 

濵
田 

雄
司 

 
 

 

経

営

管

理

部

総

務

課

長 
 

船
井 

幹
也 

 
 

 

経

営

管

理

部

財

務

課

長 
 

辻 
 

輝
昭 

 
 

 

経
営
管
理
部
財
務
課
会
計
官
兼
経
営
企
画
課
参
事 

 

亀
田 

麻
貴 

 
 

 

事
業
管
理
部
技
術
管
理
課
長 

 

渡
邉 

 

昇 

 
 

 

事
業
管
理
部
副
理
事
兼
工
務
課
長 

 

堤 
 

重
德 

  
 

 

監

査

委

員 
 

小
田 

利
昭 

 
 

 

経
営
管
理
部
総
務
課
参
事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長 

 

鈴
木 
久
雄 

 

○
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

議

会

事

務

局

長 
 

鈴
木 

久
雄 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

竹
内 

晴
彦 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

北
川 

尊
義 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

瀬
島 

一
樹 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

川
﨑
く
る
み 

 

○
議
事
日
程 

 

第
一 

議
席
の
指
定 

 

第
二 

議
長
の
選
挙 

 

第
三 

副
議
長
の
選
挙 

 

第
四 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

第
五 

会
期
決
定
の
件 

 
 

 
 

 

（
永
藤
企
業
長
挨
拶
） 

 

第
六 

諸
般
の
報
告 

 
 

 
 

 

（
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
） 

 

第
七 

第
一
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
監
査
委
員
選
任 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件 

 
 

 
 

 

（
永
藤
企
業
長
説
明
） 

 

第
八 

第
一
号
報
告 

令
和
四
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

件 

 
 

 
 

第
二
号
報
告 

令
和
四
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
工 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
告
の
件 

 
 

 
 

 

（
松
本
副
企
業
長
説
明
） 

 

第
九 

請
願
第
一
号 

漏
水
減
額
申
請
の
基
準
に
関
す
る
件 

 

第
十 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
派
遣
の
件 

 

○
会
議
に
付
し
た
事
件 

 
 

議
事
日
程
の
と
お
り 

 



 

 

午
後
一
時 

開
会 

 

○
鈴
木
議
会
事
務
局
長 

失
礼
い
た
し
ま
す
。 

 
 

私
は
、
議
会
事
務
局
長
の
鈴
木
久
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
選
出
後
、
最
初
の
議
会
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
長
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
方
自

治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
臨
時
議
長
が
職
務
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
島
弘
一
議
員
に
臨
時
議
長
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

御
登
壇
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
島
弘
一
議
員
登
壇
） 

○
島
議
員 

た
だ
い
ま
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
四
條
畷
市
選
出

の
島
弘
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
臨
時
に
議

長
の
職
務
を
行
い
ま
す
。
も
と
よ
り
議
長
選
挙
ま
で
の
限
ら
れ

た
間
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
格
段
の
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

○
島
臨
時
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
令
和
五
年
八
月
臨
時
会
を
開
会

い
た
し
ま
す
。 

 

○
島
臨
時
議
長 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

○
島
臨
時
議
長 

日
程
第
一
、
議
席
の
指
定
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
議
員
の
議
席
は
、
議
事
の
進
行
上
、

本
職
か
ら
指
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
島
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た

し
ま
す
。 

 
 

議
席
は
、
配
付
の
議
席
一
覧
表
の
と
お
り
指
定
い
た
し
ま
す
。 

 

○
島
臨
時
議
長 

日
程
第
二
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
す

る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
本
職
に
お
い
て
指
名
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
島
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の

方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
い
て
指
名
す

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

本
職
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

議
長
に
多
田
隆
一
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
多
田

隆
一
議
員
を
議
長
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
島
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
多
田
隆

一
議
員
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
多
田
隆
一
議
員
の
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
あ

り
ま
す
。 

○
島
臨
時
議
長 
多
田
隆
一
議
員
。 

 
 

 
 

（
多
田
隆
一
議
員
登
壇
） 

○
多
田
議
員 

議
長
就
任
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
御
推
挙
を
賜
り
、
大
阪
広
域
水
道

企
業
団
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
池
田
市
選

出
の
多
田
隆
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
団
議
会
の
円
滑

な
運
営
を
行
い
、
府
域
の
水
道
事
業
の
発
展
に
努
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
方
並
び
に
永
藤
企
業
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
格
段
の
御
協
力
、
御
鞭
撻
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
島
臨
時
議
長 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
臨
時
議
長
と
し
て

の
職
務
は
終
わ
り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
多
田
議
長 

そ
れ
で
は
、
日
程
第
三
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
い

ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
よ

る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
本
職
に
お
い
て
指
名
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
多
田
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の
方

法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
い
て
指
名
す
る

こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

副
議
長
に
西
野
滋
胤
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
西
野

滋
胤
議
員
を
副
議
長
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
多
田
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
西
野
滋
胤

議
員
が
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
西
野
滋
胤
議
員
の
副
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が

あ
り
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

西
野
滋
胤
議
員
。 

 
 

 
 

（
西
野
滋
胤
議
員
登
壇
） 

○
西
野
議
員 

副
議
長
就
任
に
際
し
ま
し
て
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
大
阪
狭
山
市
選
出
の
西
野
滋
胤
で
ご
ざ
い
ま

す
。 



 

 

 
 

多
田
議
長
の
下
、
議
員
各
位
の
御
支
援
を
賜
り
、
永
藤
企
業

長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
者
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
ま
し
て
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
団
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
最

善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

副
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
多
田
議
長 

日
程
第
四
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま

す
。 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
森
本
雄
一
郎
議
員
及
び
松
井
育
人
議
員
を
指
名
い
た
し
ま

す
。 

 

○
多
田
議
長 

日
程
第
五
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
多
田
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
一

日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

○
多
田
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
企
業
長
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

永
藤
英
機
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
永
藤
英
機
企
業
長
登
壇
） 

○
永
藤
企
業
長 

本
日
は
、
令
和
五
年
第
二
回
八
月
臨
時
会
に
御

出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

臨
時
会
へ
の
提
出
議
案
は
、
人
事
案
件
一
件
、
予
算
の
繰
越

し
に
関
す
る
報
告
二
件
で
す
。
御
審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
先
日
御
案
内
の
と
お
り
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と

岸
和
田
市
、
八
尾
市
、
富
田
林
市
、
柏
原
市
、
高
石
市
及
び
東

大
阪
市
は
、
こ
れ
ま
で
令
和
六
年
四
月
の
水
道
事
業
の
統
合
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
統
合
時
期
を
令
和
七
年

四
月
に
変
更
し
て
、
検
討
、
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 

企
業
団
と
し
て
は
、
六
団
体
の
議
会
や
住
民
の
皆
様
の
理
解

を
得
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
統
合
が

確
実
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
協
議
を
進
め
ま
す
。
議
員
の
皆
様

に
は
、
一
層
の
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
本
日
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

企
業
長
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
多
田
議
長 

日
程
第
六
、
諸
般
の
報
告
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

監
査
委
員
の
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
は
、
配
付
い

た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 
○
多
田
議
長 

日
程
第
七
、
第
一
号
議
案
「
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
監
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
を
議
題
と
い

た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
は
、
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い

ま
す
。 

 
 

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

永
藤
英
機
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
永
藤
英
機
企
業
長
登
壇
） 

○
永
藤
企
業
長 

第
一
号
議
案
「
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
監
査
委

員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明

し
ま
す
。 

 
 

議
案
書
を
お
開
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
ペ
ー
ジ
、
第
一
号

議
案
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

当
企
業
団
の
監
査
委
員
は
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
規
約
第

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
二
人
を
置
く
旨
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
選
任
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、
人
格
が
高
潔
で
、
事
業
の
経
営
管
理
に

関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
任
期
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
四

年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

現
在
就
任
い
た
だ
い
て
い
る
監
査
委
員
二
名
の
任
期
が
本
日

八
月
八
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
石
崎
一
登
氏
、
小
林
依

子
氏
に
つ
い
て
、
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
、
後
任
の
監
査
委
員
に
選
任
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
の
御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

以
上
で
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑

な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

討
論
は
、
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま

す
。 

○
多
田
議
長 

こ
れ
よ
り
、
日
程
第
七
の
第
一
号
議
案
「
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
監
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
」

を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る

こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
多
田
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
一
号
議

案
は
、
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
機
会
に
、
た
だ
い
ま
選
任
同
意
い
た
し
ま
し
た
監
査
委

員
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

石
崎
一
登
さ
ん
。 

 
 

 
 

（
石
崎
一
登
さ
ん
登
壇
） 

○
石
崎
新
監
査
委
員 

一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
監
査
委
員
選
任
の
御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
石

崎
一
登
で
ご
ざ
い
ま
す
。 



 

 

 
 

監
査
機
能
を
通
じ
ま
し
て
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の
事
業

及
び
財
務
の
信
頼
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

監
査
委
員
の
職
責
を
果
た
す
べ
く
、
誠
心
誠
意
尽
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
に
は
、
御
支
援
、
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
多
田
議
長 

小
林
依
子
さ
ん
。 

 
 

 
 

（
小
林
依
子
さ
ん
登
壇
） 

○
小
林
新
監
査
委
員 

た
だ
い
ま
監
査
委
員
選
任
の
御
同
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
小
林
依
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
を
担
う
地
方
公
営
企
業
体
の

監
査
委
員
と
し
て
の
職
務
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
い
た
し
ま

し
て
、
公
平
公
正
な
立
場
で
そ
の
職
責
を
し
っ
か
り
と
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
に
当
た
っ
て
の
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
多
田
議
長 

以
上
で
紹
介
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
多
田
議
長 

日
程
第
八
、
報
告
第
一
号
及
び
第
二
号
、
「
令
和

四
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算

書
報
告
の
件
」
外
一
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
は
、
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い

ま
す
。 

 
 

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
副
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

松
本
竜
三
副
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
松
本
竜
三
副
企
業
長
登
壇
） 

○
松
本
副
企
業
長 

本
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
第
一
号
報
告

及
び
第
二
号
報
告
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

議
案
書
の
二
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
一
号
報
告
「
令
和
四
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件
」
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

三
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
会
計
（
水
道
用
水
供
給
事
業
）
の
予

算
繰
越
計
算
書
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
四
年
度
の
水
道
用
水
供
給
事
業
に
お
け
る
建
設
改
良
費

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事
の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
状
況

の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
翌
年

度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
二
億
二
千
五
百
二
十
一
万

四
千
五
十
円
を
令
和
五
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

四
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
会
計
（
市
町
村
域
水
道
事
業
）
の
予

算
繰
越
計
算
書
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
四
年
度
の
大
阪
狭
山
水
道
事
業
に
お
け
る
建
設
改
良
費

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
者
と
の
調
整
に
日
時
を
要
し
た

こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
五
百

二
十
万
九
千
六
百
円
を
令
和
五
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

五
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
二
号
報
告
「
令
和
四
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
工
業
用

水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件
」
に
つ
き
ま
し
て

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

六
ペ
ー
ジ
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
御

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
四
年
度
の
建
設
改
良
費
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事

の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お

り
、
七
億
九
千
九
百
三
十
六
万
三
千
五
百
三
十
円
を
令
和
五
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
は
、
地
方
公
営
企
業
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
繰
り
越
し
た
も
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

以
上
で
副
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

日
程
第
八
の
報
告
二
件
に
対
す
る
質
疑
は
、
通
告
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

日
程
第
八
の
報
告
二
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
決
不
要
で
あ

り
ま
す
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 

○
多
田
議
長 

続
い
て
、
日
程
第
九
、
請
願
第
一
号
「
漏
水
減
額

申
請
の
基
準
に
関
す
る
件
」
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

請
願
文
書
表
は
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承

願
い
ま
す
。 

 
 

請
願
文
書
表
に
つ
き
ま
し
て
、
事
務
局
に
説
明
を
さ
せ
ま
す
。 

○
鈴
木
議
会
事
務
局
長 

失
礼
し
ま
す
。 

 
 

臨
時
会
資
料
の
請
願
文
書
表
を
読
み
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 
 

請
願
第
一
号
。 

 
 

漏
水
減
額
申
請
の
基
準
に
関
す
る
件
。 

 
 

要
旨
。 

 
 

請
願
人
は
、
令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
付
け
で
、
大
阪
広
域

水
道
企
業
団
阪
南
水
道
セ
ン
タ
ー
所
長
に
対
し
て
水
道
料
金
減

免
申
請
を
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
令
和
五
年
三
月
十
四
日
付
け
で
、
請
願
人
の
適
法

な
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
な
く
、
理
由
も
示
さ
ず
請
願
人
に
返

却
し
た
。 

 
 

さ
ら
に
、
請
願
人
が
し
た
令
和
五
年
三
月
十
九
日
付
け
審
査

請
求
も
受
理
す
る
こ
と
な
く
理
由
も
示
さ
ず
請
求
人
に
返
却
し

た
。 

 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
下
記
の
と
お
り
、
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
に
お
い
て
、
全
て
の
減
免
申
請
を
受
理
し
、
減
額
対
象
及
び

減
額
対
象
外
の
合
理
的
基
準
を
定
め
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ

る
。 



 

 

 
 

記
。 

 
 

一
、
全
て
の
漏
水
減
額
申
請
の
受
理
を
求
め
る
。 

 
 

二
、
減
額
対
象
及
び
減
額
対
象
外
の
合
理
的
基
準
を
定
め
る

よ
う
求
め
る
。 

 
 

請
願
者
、
阪
南
市
、
林
幹
也
。 

 
 

紹
介
議
員
、
南
野
敬
介
。 

 
 

受
理
年
月
日
、
令
和
五
年
四
月
二
十
八
日
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

以
上
で
事
務
局
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
よ
り
日
程
第
九
の
請
願
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 

質
疑
は
、
お
一
人
当
た
り
登
壇
回
数
三
回
ま
で
、
時
間
は
、

答
弁
を
除
く
質
疑
の
み
で
十
五
分
の
範
囲
で
行
い
ま
す
。 

 
 

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
名
を
い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

朝
田
充
議
員
。 

 
 

 
 

（
朝
田
充
議
員
登
壇
） 

○
朝
田
議
員 

そ
れ
で
は
、
請
願
第
一
号
「
漏
水
減
免
申
請
の
基

準
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。 

 
 

最
初
に
、
具
体
の
中
身
に
入
っ
て
い
く
前
に
、
本
件
の
請
願

に
至
る
経
過
、
詳
細
に
つ
い
て
、
説
明
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

次
に
、
今
回
の
請
願
は
二
点
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 

第
一
に
、
請
願
要
旨
一
と
し
て
、
「
全
て
の
漏
水
減
免
の
受

理
を
求
め
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
請
願
書
の
経
緯
と
理
由
の

と
こ
ろ
で
も
、
「
請
求
願
人
の
適
法
な
漏
水
減
額
の
申
請
を
受

理
す
る
こ
と
な
く
、
理
由
も
示
さ
ず
請
求
人
に
返
却
し
た
」
と

主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
当
該
企
業
団
の
漏
水
減
額
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
、
理
念
に
つ
い
て
の
答
弁
と
、
そ
れ
は
法
的

に
ど
う
い
う
形
、
体
系
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
答

弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

次
に
、
三
月
十
四
日
付
文
書
「
水
道
料
金
減
額
申
請
書
の
返

却
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 
 

請
願
人
が
提
出
し
た
漏
水
減
額
申
請
書
類
は
、
結
局
、
減
額

対
象
外
な
の
で
、
こ
の
三
月
十
四
日
付
文
書
を
同
封
し
て
本
人

に
返
却
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
露
出
配

管
で
の
漏
水
は
減
額
対
象
外
と
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
、
な
ぜ

そ
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
の
法
的
な
基
本
的
な
考
え
方
の
説
明

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ら
辺
は
確
か
に
丁
寧
さ
に
欠
け
る
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
見
解
を
求
め
ま
す
。 

 
 

次
に
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
文
書
、
請
願
人
に
宛
て
た
四
月
二

十
日
付
の
「
審
査
請
求
書
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
」
と
い
う

文
書
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
対
応
を
取
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
水
道
水
の
供
給
契
約
は
、
水
の
売
買
に
関
す
る
私
法
上
の
契

約
で
あ
る
の
で
、
減
額
申
請
に
つ
い
て
受
理
と
い
う
手
続
を
せ

ず
教
示
が
な
か
っ
た
の
も
上
記
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
」
と
い

う
理
由
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
教
示
と
は
、
行
政
不

服
審
査
法
上
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
私
も
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
、
ま
ず
、
私
法
上
の
契
約
、
行
政
不
服
審
査
法
上
の

教
示
と
い
う
法
律
用
語
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
そ
の
解
説
の
答

弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

次
に
、
当
該
文
書
の
受
理
に
つ
い
て
、
受
理
と
い
う
手
続
を

せ
ず
と
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
言
葉

足
ら
ず
で
誤
解
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
行
政
手

続
に
お
け
る
申
請
行
為
は
、
受
領
に
よ
っ
て
審
査
が
開
始
さ
れ
、

受
理
と
い
う
概
念
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
本
件
の
場
合
、

受
領
し
た
要
件
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
不
適
格
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
の
で
、
不
受
理
と
い
う
処
分
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
行
政
不
服
審
査
法
と
絡
め
て
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、

確
立
し
て
い
る
行
政
手
続
論
か
ら
説
明
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
こ
こ
で
も
私
は
、
こ
れ
だ
け
行
政
の
説
明
責
任
が

強
調
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
疑
問
を
呈
し
て
き
た

人
に
、
不
受
理
の
法
的
な
理
由
説
明
を
文
書
的
に
き
っ
ち
り
す

る
と
い
う
対
応
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
わ
け
で
す
。
そ
の
点
で
、
や
は
り
適
切
さ
、
丁
寧
さ
と
い
う

こ
と
で
は
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
が
、

こ
の
点
も
見
解
を
求
め
ま
す
。 

 
 

第
二
に
、
請
願
要
旨
二
と
し
て
、
「
減
額
対
象
及
び
減
額
対

象
外
の
合
理
的
基
準
を
定
め
る
よ
う
に
求
め
る
」
に
つ
い
て
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 
 

と
に
も
か
く
に
も
請
願
人
は
、
「
漏
水
減
額
に
つ
い
て
合
理

的
基
準
が
な
い
」
、
「
そ
の
も
と
で
の
不
受
理
は
不
当
な
処
分

な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査

請
求
も
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
先
ほ

ど
言
及
し
た
四
月
二
十
日
付
の
文
書
、
「
審
査
請
求
書
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
私
法
上
の
契
約
で
あ
り
、
水

道
料
金
の
減
免
は
行
政
庁
の
処
分
に
は
当
た
ら
ず
、
そ
も
そ
も

不
服
審
査
請
求
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
見
解
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま

す
。
処
分
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
「
直
接
国
民
の
権
利
義
務
を

形
成
し
ま
た
は
そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
法
律
上
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
を
い
う
」
と
い
う
判
例
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
で
は
対
象
が
あ
ま
り
に
も
著
し
く
狭
ま
り
、
国
民
の
救
済

の
道
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
処
分
概
念
を
拡
張
す
る
、

そ
う
い
う
判
例
、
学
説
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
立
場
と

の
激
し
い
論
争
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
行
政
不

服
審
査
法
の
処
分
を
め
ぐ
る
法
的
な
情
勢
で
す
。
な
の
で
、
こ

こ
の
み
を
主
張
し
て
門
前
払
い
的
な
対
応
を
す
る
よ
り
も
、
そ

も
そ
も
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
行
政
手
続
条
例
違
反
、
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
供
給
条
例
第
四
十
四
条
違
反
と
主
張

す
る
が
、
そ
の
法
的
事
実
が
な
い
と
主
張
す
る
の
が
適
切
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

最
後
に
、
請
願
人
は
、
「
請
求
人
の
適
法
な
申
請
を
受
理
す

る
こ
と
な
く
、
理
由
も
示
さ
ず
請
求
人
に
返
却
し
た
」
、
「
請

願
人
の
審
査
請
求
も
受
理
す
る
こ
と
な
く
、
理
由
も
示
さ
ず
請

求
人
に
返
却
し
た
」
、
「
全
て
の
減
免
申
請
を
受
理
し
、
減
額



 

 

対
象
及
び
減
額
対
象
外
の
合
理
的
基
準
を
定
め
る
よ
う
」
と
あ

る
よ
う
に
、
「
受
理
し
ろ
」
、
「
理
由
を
示
せ
」
、
「
合
理
的

基
準
を
定
め
よ
」
と
求
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
お

尋
ね
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
請
願
人
の
主
張
に
つ
い
て

の
見
解
を
求
め
て
お
き
ま
す
。 

 
 

一
問
目
、
以
上
で
す
。 

○
多
田
議
長 

こ
れ
よ
り
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

濵
田
広
域
調
整
課
長
。 

○
濵
田
経
営
管
理
部
広
域
調
整
課
長 
朝
田
議
員
の
質
問
に
対
し

ま
し
て
順
次
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
請
願
者
に
よ
る
漏
水
減
額
申
請
か
ら
当
該
請
願
に
至

る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

請
願
者
か
ら
、
本
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け

て
の
気
温
低
下
に
よ
る
凍
結
の
た
め
給
湯
パ
イ
プ
が
破
損
し
漏

水
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
水
道
料
金
減
額
申
請
書
が
阪
南
水

道
セ
ン
タ
ー
所
長
宛
て
に
郵
送
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
内

容
を
確
認
し
た
阪
南
水
道
セ
ン
タ
ー
で
は
、
条
例
等
の
規
定
に

照
ら
し
て
、
減
額
の
対
象
外
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
二
月
十
四
日
及
び
十
五
日
に
窓
口
業
務
の
委
託
事
業
者
か

ら
電
話
で
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
御
理
解
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
計
六
回
架
電
し
、
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、

や
む
を
得
ず
三
月
十
四
日
に
、
露
出
配
管
で
の
漏
水
は
減
額
対

象
外
で
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
申
請
書
類
を
返
却

す
る
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
、
申
請
書
一
式
を
郵
送
に

て
返
却
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
三
月
十
九
日
付
、
請
願
者
か
ら
審
査
請
求
書
が
郵

送
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
水
道
の
契
約
は

私
法
上
の
契
約
で
あ
り
、
水
道
料
金
の
減
免
決
定
は
、
審
査
請

求
の
対
象
と
な
る
行
政
庁
の
処
分
に
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
件
審
査
請
求
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
企
業

団
の
見
解
を
電
話
で
説
明
し
、
四
月
二
十
日
付
で
審
査
請
求
書

を
郵
送
に
て
返
却
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
漏
水
減
免
の
考
え
方
及
び
条
例
等
の
規
定
に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

家
庭
等
の
給
水
管
な
ど
の
給
水
装
置
は
使
用
者
の
資
産
で
あ

り
、
水
道
事
業
給
水
条
例
で
は
、
使
用
者
等
は
、
善
良
な
管
理

者
の
注
意
を
も
っ
て
、
水
が
汚
染
し
、
ま
た
は
漏
れ
な
い
よ
う

給
水
装
置
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
善
良
な
管
理
者
の
注
意
、
い
わ
ゆ
る
善
管

注
意
義
務
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
た
と
し
て
も
漏
水
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
不
可
抗
力
に
よ
る
漏
水
に

つ
い
て
は
減
免
で
き
る
こ
と
を
条
例
及
び
施
行
規
程
で
規
定
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
阪
南
水
道
事
業
に
お
け
る
漏
水
に
係

る
減
免
取
扱
要
綱
で
は
、
給
水
装
置
の
使
用
者
が
善
良
な
管
理

を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
生
し
た
漏
水
に
対
し
、
料
金

の
減
額
を
行
う
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
回
の
請
願
者
か
ら
の
申
請
は
、
破
損
し
た
給
湯
管
が
屋
外

に
露
出
し
て
お
り
、
寒
波
に
よ
る
凍
結
の
予
測
や
対
策
は
容
易

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
善
管
注
意
義
務
が
果
た
さ
れ
て
い
た
ケ

ー
ス
に
は
該
当
せ
ず
、
減
額
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
で
し

た
。 

 
 

次
に
、
三
月
十
四
日
付
文
書
、
水
道
料
金
減
額
申
請
書
の
返

却
に
つ
い
て
の
御
質
問
に
対
す
る
当
企
業
団
の
見
解
に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

当
初
、
減
免
取
扱
要
綱
に
基
づ
き
減
額
で
き
な
い
旨
を
電
話

で
説
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
該
文
書
に
は
、
「
露
出
配
管

で
の
漏
水
は
減
額
対
象
外
で
あ
り
、
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
」
と
だ
け
記
載
し
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
電
話
で
の
説
明

で
は
納
得
い
た
だ
け
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
当
該
文

書
に
も
条
例
等
の
根
拠
条
文
を
記
載
す
る
な
ど
の
対
応
も
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

次
に
、
審
査
請
求
書
の
返
却
に
関
し
、
私
法
上
の
契
約
と
教

示
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

地
方
公
共
団
体
の
契
約
に
は
、
公
法
上
の
契
約
と
私
法
上
の

契
約
が
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
が
一
般
企
業
と
異
な
ら

な
い
立
場
で
結
ぶ
契
約
は
私
法
上
の
契
約
に
当
た
り
、
民
法
な

ど
の
私
人
と
し
て
の
利
益
や
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
た
法
律
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
水
道
の
給
水
契
約
の
ほ
か
、
物
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
教
示
と
は
、
行
政
庁
が
処
分
を

す
る
場
合
に
、
そ
の
相
手
方
に
対
し
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
不

服
申
立
て
を
で
き
る
旨
等
を
お
示
し
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

審
査
請
求
書
の
返
却
に
当
た
っ
て
、
「
「
受
理
」
と
い
う
手
続

を
せ
ず
」
と
記
載
し
た
の
は
、
審
査
請
求
書
に
お
い
て
、
請
願

者
か
ら
の
「
受
理
を
求
め
る
」
と
の
記
載
を
受
け
た
も
の
で
す

が
、
行
政
手
続
条
例
で
は
受
理
と
い
う
定
義
は
な
く
、
正
確
性

を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
留
意
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
審
査
請
求
に
対
す
る
当
企
業
団
の
対
応
へ
の
御
指
摘

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

当
企
業
団
と
し
て
は
、
現
行
の
法
令
解
釈
に
基
づ
き
業
務
を

遂
行
し
て
お
り
、
水
道
料
金
の
減
免
は
処
分
に
は
当
た
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
審
査
請
求
書
を
返
却
す
る
際
、
添
付
し
た
文
書
に
、

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
は
で
き
な
い
旨
を
記
載

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
該
文
書
に
は
、
減
免
の
基
準
の
考
え

方
や
、
本
件
減
額
申
請
が
対
象
外
と
な
る
理
由
に
加
え
、
減
額

申
請
書
な
ど
の
返
却
の
経
緯
、
ま
た
、
法
令
違
反
と
な
る
法
的

事
実
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
記
載
し
、
請
願
者
に
対
し
丁
寧
に

説
明
し
ま
し
た
。 

 
 

請
願
者
の
主
張
に
対
す
る
当
企
業
団
の
見
解
に
つ
い
て
お
答

え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

請
願
者
か
ら
の
漏
水
減
額
申
請
は
、
行
政
手
続
条
例
の
適
用

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
申
請
の
受
付
や

審
査
を
行
っ
て
お
り
、
「
請
願
要
旨
の
適
法
な
申
請
を
受
理
す

る
こ
と
も
な
く
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま



 

 

た
、
「
審
査
請
求
も
受
理
す
る
こ
と
も
な
く
」
と
い
う
主
張
に

つ
い
て
も
、
本
件
が
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
の

対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
書
類
を
返
却
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

理
由
の
提
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
書
等
を
返
却
す
る
際

に
、
口
頭
及
び
書
面
で
理
由
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 
 

「
合
理
的
基
準
を
定
め
よ
」
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
減
免

は
、
給
水
条
例
施
行
規
程
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
要
綱
で
、
善

管
注
意
義
務
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
た
と
し
て
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
漏
水
を
減
免
の
対
象
と
定
め
て
お
り
、
合
理
的

な
内
容
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

朝
田
充
議
員
。 

 
 

 
 

（
朝
田
充
議
員
登
壇
） 

○
朝
田
議
員 

そ
れ
で
は
、
二
問
目
い
き
ま
す
。 

 
 

漏
水
減
額
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
理
念
を
最
初
に

答
弁
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
く
分
か
る
答
弁
だ
っ
た
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
減
免
取
扱
要
綱
に
は
、
減
額
対
象
と
な

る
漏
水
に
つ
い
て
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
も
き
ち
ん
と
全
て
答
弁
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

基
本
的
な
考
え
方
、
理
念
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
給
水
事

業
に
お
け
る
公
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
部
分
と
い
う
の
は
配
水
管
か

ら
の
分
岐
ま
で
で
、
個
人
宅
の
給
水
設
備
に
つ
い
て
は
個
人
の

所
有
物
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
個
人
責
任
が
適
用
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
道
管
と
い
う
の
は
地
下
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
人
責
任
で
漏
水
発
見
と

い
う
の
は
困
難
で
、
そ
う
い
う
個
人
責
任
を
問
い
難
い
も
の
に

つ
い
て
は
減
額
措
置
を
認
め
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

個
人
の
家
屋
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
有
財
産
で
あ
り
ま
す
が
、

個
人
責
任
で
は
対
処
で
き
な
い
激
甚
災
害
に
は
、
全
壊
、
半
壊
、

一
部
損
壊
へ
の
公
的
支
援
制
度
、
生
活
再
建
支
援
金
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
基
本
個
人
責
任
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
踏
み
込
ん

で
、
一
部
公
的
支
援
を
認
め
よ
う
。
こ
う
い
う
点
で
は
同
質
の

考
え
方
で
あ
る
と
も
言
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う

こ
と
も
含
め
て
見
解
を
求
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
企
業
団
の
一
連
の
対
応
に
つ
い
て
、
適
切
さ
、
丁
寧

さ
が
不
足
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
文
書
に
も
根
拠
条

例
を
掲
載
す
る
な
ど
対
応
す
る
方
法
も
あ
っ
た
」
、
「
行
政
手

続
条
例
で
は
受
理
と
い
う
定
義
が
な
く
、
正
確
性
を
欠
く
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
留
意
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
定
の

前
向
き
な
答
弁
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

た
だ
、
審
査
請
求
へ
の
回
答
で
、
法
令
違
反
と
な
る
法
的
事

実
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と
記
載
、
説
明
し
て
い
る
と

答
弁
さ
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
疑
義
が
残
り
ま
す
。

例
え
ば
、
請
願
人
が
法
令
違
反
だ
と
主
張
す
る
企
業
団
水
道
事

業
給
水
条
例
第
四
十
四
条
で
す
が
、
こ
れ
は
料
金
等
の
減
免
が

で
き
る
規
定
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
体
全
体
何
の
違
反
が
あ
る

ん
で
す
か
と
問
い
か
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 
 

同
じ
く
、
企
業
団
手
続
条
例
第
七
条
で
す
が
、
こ
れ
は
、

「
行
政
庁
は
、
申
請
が
事
務
所
に
到
達
し
た
と
き
は
遅
滞
な
く

当
該
申
請
の
審
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
条
例
等
に
定

め
た
申
請
の
形
式
上
の
要
件
に
適
合
し
な
い
申
請
に
つ
い
て
は
、

当
該
申
請
の
補
正
を
求
め
、
ま
た
は
当
該
申
請
に
よ
り
求
め
ら

れ
た
許
認
可
等
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
む
し
ろ
今
回
の
企
業
団
の
対
応
の
正
当
性
、
適

法
性
を
証
明
す
る
条
文
だ
と
考
え
ま
す
。
ど
う
い
う
条
例
解
釈

を
も
っ
て
す
れ
ば
企
業
団
の
対
応
が
違
法
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
恐
ら
く
形
式
上

の
要
件
の
形
式
上
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
に
着
目
し
て
、
指
定
さ

れ
た
様
式
で
申
請
し
た
の
に
不
受
理
に
す
る
と
は
何
事
や
と
、

そ
う
い
う
論
理
展
開
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
申
請
書
の
減
免
理
由
の
欄
に
減
免
対
象
外
の
漏

水
を
記
載
し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
立
派
な
「
申
請
の
形
式

上
の
要
件
に
適
合
し
な
い
申
請
」
で
、
当
然
、
「
許
認
可
等
を

拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
法
的
事
実
が
な
い
と

い
う
こ
と
の
説
明
で
あ
っ
て
、
相
手
の
言
い
分
に
則
し
て
、
こ

こ
ら
辺
を
き
ち
ん
と
展
開
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ク
エ
ス
チ

ョ
ン
が
つ
く
わ
け
で
す
。
見
解
を
求
め
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
当
該
行
政
手
続
条
例
第
五
条
で
は
、
「
審
査
基
準
を

公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
問
目
で
答
弁
さ
れ
た
漏
水
減
額
関
係
の
条
例
、
要
綱
は
全
て

公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

二
問
目
、
以
上
で
す
。 

○
多
田
議
長 

濵
田
広
域
調
整
課
長
。 

○
濵
田
経
営
管
理
部
広
域
調
整
課
長 

減
免
取
扱
要
綱
に
規
定
す

る
減
額
対
象
と
な
る
漏
水
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

阪
南
水
道
事
業
に
お
け
る
漏
水
に
係
る
減
免
取
扱
要
綱
第
四

条
第
一
項
で
、
料
金
の
減
額
の
対
象
と
な
る
具
体
的
な
漏
水
の

ケ
ー
ス
と
い
た
し
ま
し
て
、
第
一
項
第
一
号
で
、
給
水
装
置
の

腐
食
、
破
損
等
に
よ
る
漏
水
、
第
二
号
で
、
受
水
槽
等
の
ボ
ー

ル
タ
ッ
プ
の
故
障
に
よ
る
漏
水
、
第
三
号
で
、
地
下
ま
た
は
壁

の
中
で
あ
っ
て
容
易
に
発
見
で
き
な
い
漏
水
、
第
四
号
で
、
量

水
器
取
付
部
か
ら
の
漏
水
、
第
五
号
で
、
そ
の
他
の
発
見
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
漏
水
と
定
め
て
い
ま
す
。 

 
 

請
願
者
の
漏
水
は
、
給
水
装
置
の
破
損
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

減
免
の
前
提
と
な
る
善
管
注
意
義
務
が
果
た
さ
れ
て
い
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
第
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
も
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

次
に
、
議
員
お
示
し
の
激
甚
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
行
政

が
行
う
生
活
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
の
概
要
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
趣
旨
は
、
自
然
災
害

に
よ
り
そ
の
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
に
対
し
、

支
援
金
の
支
給
に
よ
り
そ
の
生
活
の
再
建
を
支
援
し
、
も
っ
て

住
民
の
生
活
の
安
定
と
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



 

 

 
 

一
方
、
水
道
料
金
は
、
給
水
契
約
に
基
づ
き
ま
し
て
、
全
額

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
善

管
注
意
義
務
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
た
と
し
て
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
漏
水
を
減
免
し
て
お
り
、
生
活
支
援
を
目
的
と

し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
給
水
条
例
第
四
十
四
条
及
び
行
政
手
続
条
例
第
七
条

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
員
お
示
し
の
と
お
り
、
給
水
条
例
第
四
十
四
条
は
、
減
免

に
つ
い
て
の
で
き
る
規
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
判
断
を
統

一
的
に
行
え
る
よ
う
、
施
行
規
程
及
び
減
免
取
扱
要
綱
を
定
め

て
お
り
、
請
願
者
に
対
し
て
は
、
要
綱
に
基
づ
い
て
説
明
を
行

っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
行
政
手
続
条
例
第
七
条
は
、
行
政
庁
の
処
分
を
求
め

る
申
請
に
対
す
る
応
答
義
務
の
規
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
き

に
お
答
え
し
た
と
お
り
、
水
道
料
金
の
減
免
は
処
分
に
当
た
ら

な
い
た
め
、
同
条
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
請
願

者
に
対
し
、
議
員
お
示
し
の
考
え
に
よ
る
説
明
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。 

 
 

次
に
、
漏
水
減
免
に
関
す
る
規
定
の
公
表
の
状
況
に
つ
き
ま

し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

水
道
事
業
給
水
条
例
並
び
に
各
水
道
事
業
に
係
る
水
道
事
業

給
水
条
例
施
行
規
程
は
、
企
業
団
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
要
綱
は
、
各
水
道
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
、

求
め
が
あ
れ
ば
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
 

漏
水
減
免
の
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
手
続
条
例
が
適

用
さ
れ
な
い
の
で
、
要
綱
は
同
条
例
で
規
定
す
る
審
査
基
準
に

は
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 
 

以
上
で
す
。 

○
多
田
議
長 

朝
田
充
議
員
。 

 
 

 
 

（
朝
田
充
議
員
登
壇
） 

○
朝
田
議
員 

二
問
目
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
減
額
措
置
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
理
念
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
こ

の
考
え
方
、
理
念
の
部
分
で
、
激
甚
災
害
の
制
度
と
考
え
方
自

体
は
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
例
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
答
弁
は

そ
う
い
う
こ
と
や
っ
た
ら
結
構
で
す
。
審
査
請
求
に
対
す
る
回

答
で
も
、
や
っ
ぱ
り
相
手
の
言
い
分
に
即
し
て
全
面
的
に
回
答

し
て
は
る
ほ
う
が
親
切
丁
寧
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
指
摘
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
、
三
問
目
で
す
け
れ
ど
も
、
行
政
手
続
条
例
の
関
係

で
は
「
処
分
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
対
応
の
必
要
な
し
」
、

「
要
綱
も
公
開
の
必
要
な
し
」
と
い
う
旨
の
答
弁
や
っ
た
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
し
ゃ
く
し
定
規
過
ぎ
る
ん
ち
ゃ

う
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
説
明
責
任

が
問
わ
れ
る
時
代
で
す
か
ら
要
綱
の
公
開
は
必
要
だ
し
、
条
例

を
受
け
て
の
減
額
規
定
な
わ
け
で
す
か
ら
、
要
綱
で
は
な
く
て

条
例
施
行
規
程
で
定
め
る
と
い
う
の
が
よ
り
望
ま
し
い
方
向
だ

と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
最
後
に
答
弁
を
求
め
て
お

き
ま
す
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
請
願
人
は
「
受
理
し
ろ
」
、
「
理
由
を
示

せ
」
、
「
合
理
的
基
準
を
定
め
よ
と
」
求
め
て
い
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
質
問
を
通
じ
て
明
ら
か
な
と
お
り
、
受
領
、
審
査

は
さ
れ
て
お
り
、
請
願
人
が
納
得
す
る
か
し
な
い
か
は
別
と
し

て
、
条
例
、
要
綱
で
合
理
的
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
適

切
さ
や
丁
寧
さ
と
い
う
点
で
は
、
不
十
分
さ
が
あ
り
な
が
ら
も
、

理
由
も
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
当
該
請
願

に
つ
い
て
は
請
願
事
実
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
ず
、
「
願
意

も
っ
と
も
」
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
て
、
よ
っ
て
私

は
「
不
採
択
」
と
い
う
判
断
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

最
後
に
、
意
見
の
開
陳
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当

該
請
願
に
つ
い
て
の
判
断
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、

現
在
の
水
道
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
、
現
状
で
よ
い
か
と
問
わ

れ
る
と
、
私
は
「
異
議
あ
り
」
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
社
会

の
現
状
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
格
差
と
貧
困
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
私
法
上
の
契
約
で
あ
り
な
が
ら
、
府
営
住
宅
に
は

低
所
得
者
へ
の
家
賃
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
水
道
料
金
に
も

低
所
得
者
や
生
活
困
窮
者
へ
の
、
す
な
わ
ち
経
済
的
理
由
に
よ

る
料
金
軽
減
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
す
。
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
す
。
現
状
は
、
他
の
私
法
上
の
契
約
と
対
比
し
て
も
バ
ラ
ン

ス
を
欠
い
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
が
府
民
を

苦
し
め
て
い
る
今
、
緊
急
的
、
政
策
的
な
料
金
軽
減
措
置
は
あ

り
だ
と
考
え
ま
す
。
検
討
す
べ
き
こ
と
を
強
く
訴
え
て
、
質
問

を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
す
。 

○
多
田
議
長 

濵
田
広
域
調
整
課
長
。 

○
濵
田
経
営
管
理
部
広
域
調
整
課
長 

減
免
に
関
す
る
規
定
の
定

め
方
等
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

企
業
団
の
水
道
事
業
は
、
統
合
前
に
お
け
る
市
町
村
の
運
営

方
法
を
引
き
継
い
で
お
り
、
条
例
、
施
行
規
程
、
要
綱
に
つ
き

ま
し
て
も
、
市
町
村
時
代
と
同
様
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

減
免
に
関
す
る
規
定
は
、
全
国
の
水
道
事
業
体
ご
と
に
様
々

で
あ
り
、
決
ま
っ
た
形
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
企
業
団
で

は
、
十
三
水
道
事
業
の
減
免
要
綱
の
統
一
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
要
綱
の
公
表
も
含
め
、
他
団
体
の
状
況
も
参

考
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
す
。 

○
多
田
議
長 

朝
田
議
員
の
質
疑
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
通
告
の
質
疑
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
を
も
っ
て
、
日
程
第
九
の
請
願
に
対
す
る
質
疑
を
終
結

い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

こ
の
際
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
休
憩
い
た
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
再
開
の
時
刻
は
、
後
ほ
ど
御
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
午
後
一
時
五
十
分
休
憩
） 

  
 

 
 

（
午
後
一
時
五
十
九
分
再
開
） 



 

 

○
多
田
議
長 

そ
れ
で
は
、
再
開
い
た
し
ま
す
。 

 
 

休
憩
前
に
引
き
続
き
議
事
を
続
行
い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

日
程
第
九
の
請
願
第
一
号
「
漏
水
減
額
申
請
の
基

準
に
関
す
る
件
」
に
対
す
る
討
論
は
、
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

こ
れ
よ
り
、
日
程
第
九
、
請
願
第
一
号
「
漏
水
減

額
申
請
の
基
準
に
関
す
る
件
」
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま

す
。 

○
多
田
議
長 

本
請
願
に
つ
き
ま
し
て
、
採
択
す
る
こ
と
に
賛
成

の
方
は
御
起
立
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
多
田
議
長 

起
立
な
し
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
請
願
第
一
号

は
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

○
多
田
議
長 

日
程
第
十
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
派

遣
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

○
多
田
議
長 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
会
議
規
則
第
百
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
配
付
の
と
お
り
、
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
の
浄
水
施
設
等
の
調
査
に
派
遣
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
多
田
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、

配
付
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

○
多
田
議
長 

以
上
で
、
本
日
の
議
事
日
程
は
全
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 

以
上
を
も
っ
て
本
日
の
会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 
 

こ
れ
を
も
っ
て
、
令
和
五
年
八
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま

す
。 

 

午
後
二
時
一
分 

閉
会 

  

臨
時
議
長 

島 
 

弘
一 

議 
 

長 

多
田 

隆
一 

副 

議 

長 

西
野 

滋
胤 

議 
 

員 

松
井 

育
人 

議 
 

員 

森
本 

雄
一
郎 


